
- 16 - 

 

 

 

 

 

 

 

【小学校国語①】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまでの小学校調査における漢字の読み書きの愛知県の正答率 

平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 

・建築する 

・独立 

・許す 

・いしゃ 

・たいよう 

・ぬの 

86.3% 

90.1% 

94.3% 

79.8% 

83.3% 

89.8% 

・券 

・子孫 

・採集する 

・やく 

・ていしゃ 

・もうける 

98.4% 

79.0% 

62.7% 

71.5% 

41.7% 

49.6% 

・標識 

・街灯 

・勢い 

・さら 

・いわう 

・よぼうする 

90.1% 

86.2% 

71.6% 

97.8% 

56.2% 

73.8% 

・招く 

・信念 

・承知した 

・あびる 

・鳥のす 

・びょういん 

90.1% 

86.2% 

71.6% 

97.8% 

56.2% 

73.8% 

愛知 87.3% 愛知 67.2% 愛知 79.2% 愛知 78.6% 

全国 88.8% 全国 69.0% 全国 81.1% 全国 82.6% 

差  -1.5ポイント 差  -1.8ポイント 差  -1.9ポイント 差 -4.0ポイント 

平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 

・快晴だ 

・貯金する 

・省く 

・たねをまく 

・したしい 

・そうだんする 

75.3% 

97.5% 

78.7% 

84.3% 

72.8% 

59.1% 

・参加たいしょう 

・きぼう者 

・期限 

・事務室 

・おいてある 

・指示 

36.1% 

75.3% 

93.3% 

86.5% 

73.5% 

72.8% 

・せい造 

・せつ備 

・しょう毒 

・かん理 

・せっ極的 

→ 新製品 

→ 設ける 

→ 消す 

→ 試験管 

→ 面積 

70.6% （73.4%） 

80.4% （82.2%） 

80.2% （82.2%） 

60.5% （65.0%） 

47.0% （51.4%） 

愛知 78.0% 愛知 77.3% 愛知 63.6% 

全国 80.7% 全国 79.4% 全国 67.0% 

差 -2.7ポイント 差  -2.1ポイント 差 -3.4ポイント 

※同じ漢字が使われているものを選ぶ設問。（ ）内は全国 

実態  

○ 漢字の読み書きにおいて全国の正答率と差が見られます。 

（例：「かん理 →試験管」－4.5 ﾎﾟｲﾝﾄ、「せっ極的 →面積」－4.4 ﾎﾟｲﾝﾄ） 

対策  

① 日常生活の中で適切に使うことができるよう、同じ音や同じ部分をもつ漢字との

違いや、文脈の中での使い分けに着目させる指導をしましょう。 

 

 

日常で活用する力をつけられる、 

漢字学習の取組を工夫しましょう。 
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＜ポイント＞ 
・ 同じ音や同じ部分をもつ漢字との違いや、文脈の中での使い分けに着目できるように指

導したり、そこから漢字の成り立ちや部首の意味など、漢字への理解を深める学習につな

げたりしましょう。 

◇日常生活の中で適切に使えるように、漢字学習の取組を工夫しましょう。 

 

「考えて覚える」漢字練習を行おう （全学年） 

・機械的に繰り返し書くだけの練習では、定着しづらく、漢字に対して苦手意識をもつ子供

たちも少なくありません。楽しみながら漢字に触れる場を設定し、子供たちが主体的に漢字

学習に取り組むような指導に努めましょう。 

段階的な漢字指導 

 低学年・・・漢字の字形と具体的な事物（実物や絵）とを結び付け、漢字に対する興味や

関心を高めましょう。 

 中学年・・・漢字のへん、つくりなどの構成を教え、漢字のもつ意味を考えながら使うよ

うに指導しましょう。  

 高学年・・・漢字のもつ意味を正しく理解させ、同訓異字や同音異義語に注意して使うよ

うに指導しましょう。 

 

様々な場面で、既習漢字を積極的に使う意識をもたせよう（全学年） 

・授業だけでなく、作文、日記、連絡帳等、様々な書く活動において、既習漢字を積極的に

使うよう指導しましょう。子供同士で書いたものを読み合い、正しく使用しているかどうか

評価する活動を取り入れたり、教師が朱書きを入れたりなど、意識化を図ることが大切です。

そして、日常生活で活用できたことに対して、認めたり価値付けをしたりすることで、子供

たちに自信をもたせ、読み書きの確かな定着へつなげていきましょう。 

 

言語環境を整え、語彙を広げよう（中・高学年） 

・辞書を引く習慣を身に付ける。 

国語辞典や漢字辞典を日常的に利用して調べたり、類語辞典などを用いて語句の適切な用

い方を調べたりする学習を習慣づけ、語彙を広げながら正しく適切に漢字を標記できるよう

に指導しましょう。 

・索引の使い方や辞典の特色等についての理解を深めさせましょう。 

・調べ学習や日常生活の中でも積極的に辞典を利用できるように言語環境を整えましょう。 

◇日常で活用する力をつけられる漢字学習の取組を工夫しましょう。【継続】 
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取組例①＜漢字カード（短冊）集め（漢字の理解を深める取組）＞ 

（中・高学年） 

① 同じ音で読む漢字集め 

 【同音異義語など、同じ音で読む漢字集め】 

 例 ＜せいちょう＞成長・生長・清聴 ＜せき＞積・責・績… 

 

 

 

② 似た形の漢字集め 

 【同じ部分をもつ漢字や似た形の漢字集め】 

 例 ＜読みの違う漢字＞設・役・投 ＜似た形の漢字＞完・官・管 

 

 

 

③ 間違えやすい漢字集め 

 【児童が日常生活で見つけた間違えやすい漢字集め】 

例 書き間違えやすい漢字…＜寒＞ ＜特徴・微生物＞ ＜持つ・待つ＞ 

使い間違いやすい漢字…＜つとめる＞務・努・勤 

＜あやまる＞誤・謝 

＜あたたかい＞温・暖  

○ 並べて掲示したり、間違えやすい部分を色付け 

したり、文例を挙げたりして、児童が比較できる 

ような掲示をしたい。 

 

 

 

 

 

＜ポイント＞ 
・ 日常生活の中で児童が漢字に触れることができるように、言語環境を整えましょう。 

・ 授業時間の他、朝の活動の時間を利用するなどして、教室内に掲示されているカードや

短冊の漢字を選んで短文づくりをするなど、短時間の学習を継続的に行いましょう。 

 

設 役 投 

積 責 績 

→漢字の成り立ち、部首の意味、読み仮名や送り仮名の書き込み、その

漢字を使った例文を書き加えるなどの工夫をし、文脈の中で使い分け

ることができるようにすると効果的です。 
 

（参考）平成３０年度全国学力・学習状況調査報告書 Ｐ.４９ 

形も読み方も同じだね！ 

どう使い分けているか 

調べてみよう。 

「へん」によってちがう

意味をもつのかな？辞書

で調べてみよう。 
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取組例② 

ひらがな「お知らせ」を直そう！(低・中学年) 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 29 年度全国学力学習状況調査 報告書より） 

取組例③ 

変換ミスを直そう！＜同音異義語編＞(高学年) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必要に応じて国語辞

典や漢字辞典を引く

活動を取り入れると

より効果的となる。 

（参考） 日本漢字能力検定協会ＨＰ 

変換ミスを直そう！（例） 

○間違っている部分に線を引き、正しい漢字に直した文を書きましょう。 

①夜が開けたので、窓を空ける。    → 夜が明けたので、窓を開ける。 

②お皿に映したケーキを、写真に移す。 → お皿に移したケーキを写真に写す。 

③細菌は体調が悪く、実家に寄生虫だ。 → 最近は体調が悪く、実家に帰省中だ。 

④自動会役員２名が、歯科医を担当する。→ 児童会役員２名が、司会を担当する。 

⑤大将を受賞した二作品は大正的な内容だ。 

→ 大賞を受賞した二作品は対照的な内容だ。 

 

 新出漢字を使うこと、相手に

よってどこまで漢字を使うか等

考えさせられるとより効果的。 

正答を文で書かせることにより、対象

や意味によってどう使い分ければよ

いか意識させることができる。 

漢字の意味や成り立ちなどについて

より理解を深められるよう、グループ

活動などを設定するとよい。 
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【小学校国語②】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 主語と述語は、文の骨格をなすものであり、明確な文を書く上でも最も基礎とな

るものです。主語と述語との照応関係が大切であることについて、文章を読んだり

表現したりするときに強く意識できるように指導する必要があります。具体的には、

児童が自ら主語と述語が照応していないことに気付き、正しく書く必要性を実感で

きるよう、他者に向けて話したり、目的や相手を明確にした実用的な文章を書いた

りする学習での指導が考えられます。 

 

 

 

 

実態  

○ 主語と述語とのつながりが合っていない文を選択する問題で、「反省点は、用具

の手入れをあまりしませんでした」という正解の文を選び、正しく修正することに

課題がありました。「今年の春休みは、とても充実したものとなりました。」を合っ

ていないものとして 19.0％の児童が選択してしまうなど、主語と述語の関係を適

切に捉えることができていない実態があります。 

 

 

 

 

 

対策  

① 伝えたいことを相手に正確に伝える上で、主語と述語が適切な係り受けの関

係となっていることが重要であることを指導しましょう。 

② 様々な学習場面を活用して、主語と述語の関係を意識することができるよう

にしましょう。 

 

 

主語と述語との関係に注意して、 

書いた文章を推敲する活動を設定しよう 
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＜ポイント＞ 
・主語と述語との関係を理解できるようにしよう。 

  ①「だれが（何が）」「だれは（何は）」～「どうする」 

  ②「だれが（何が）」「だれは（何は）」～「どんなだ」 

  ③「だれが（何が）」「だれは（何は）」～「なんだ」 

・書いた文章を読み返す習慣を付けるようにしよう。 

・様々な学習場面で意識することができるようにしよう。 

  ○手紙を書く、実用的な文章を書くなどの、表現するときだけでなく、文章を読む

ときにも意識させましょう。 

 

 

 

取組例 ＜「春休みの出来事」について書いた文章を読み直そう＞（２／２、

全２時間）（高学年） 平成３０年度授業アイデア例（国立教育政策研究所教育課程研究センター） 
 

 主語と述語との関係に注意して、書いた文章を推敲する活動を設定しよう 

 

 

児童自身が、違いを理解できるようにワークシート等を工夫したい。 

観点をしっかり押さえる 



- 22 - 

 

 

 

 

 

【小学校国語③】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 正答率は 10.9％（全国 13.5％）であり、正答率が全国に比べ 2.6％低いです。 

 ①「複数の資料から適切な内容を取り上げて、それらを関係づけて理解したり表現した

りすること」や、②「目的や意図に応じ、内容の中心を明確にして、詳しく書くこと」

に課題が見られます。 
 

・ 自分の考えたことや伝えたいことが相手に十分に伝わるように書くためには、複数

の資料から情報を得て、詳しく書くことが必要となることがあります。その際、得ら

れた情報の中から目的や意図に応じて適切な内容を選択したり、関係付けて捉えたり

することが大切となります。また、情報の何をどのように取り上げて詳しく書けば効

果的であるかを整理して書くことができるように指導することが大切です。 
 

・ また、事例を挙げて具体的に説明するなど、自分の考えを具体化したり、相手の理

解を促したりすることができるかどうか判断したり、根拠に裏付けられていることや

他のものと比較してよさを捉えたりできるようにする必要があります。 

実態 

 「紹介する文章」（資料１）と「保健室の先生の話から分かったこと」（資料２）

の二つの資料から適切な内容を取り上げて、関係付けて考えて書くことが求められ

ていましたが、どちらか一方のみしか取り上げられていない児童が多く見られまし

た。 

   

  

 

 

 

 

 

 

対策 

① 複数の情報を関係づけて考える機会を意図的に設定しましょう。 

② 目的や意図に応じ、内容の中心を明確にした書く指導をしましょう。 

 

目的や意図に応じ、複数の資料から適切な内容を取り上げて、 

詳しく書く活動を設定しましょう。 
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＜ポイント＞ 

・ 図示しながら整理して考えることができるようにしましょう。 

 【整理の仕方の例】 

①分解して捉え直す  ②順序立てて再整理する  ③キーワード化する 

  ④必要な語句を丸や四角で囲む  ⑤語句と語句を線で結ぶ 等 

・ 複数の情報を関係づけて考える機会を意図的に設定しましょう。 

・ 目的や意図を明確にして、自分の考えを伝える活動を設定しましょう。 

 

 

 

 

 

取組例＜マイベストメニューをおすすめする文章を書こう＞（高学年） 

○自分の選んだ給食の献立を、保護者に推薦する文章を書く 

①スピーチの目的と意図を確認する 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ど
う
い
っ
た
観
点
か
ら
推
薦
す
る
か
考
え
さ
せ
る
。 

目的や意図に応じ、複数の資料から適切な内容を取り上げて、詳しく書く活動を設定しましょう。 

目的意識や相手意識、

内容の中心を最初に

明確にする。 

学

習

の

流

れ 
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目的や意図、相手意識の再確認 

図示をして整理させる 

平成３０年度授業アイデア例（国立教育政策研究所教育課程研究センター） 

【授業アイデア例の活用のポイント】 

・ 言語活動との関連を図りましょう。 

○ その他の言語活動との関連の例 

   ・ スピーチで推薦する   ・ 本を読んで推薦する 

②表現を工夫しながら、おすすめする文章を書く 


